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は し が き

 本書は,1985年 から1987年 にかけて行なわれた国立民族学博物館の共同研究 「アフ

リカ諸民族の技術誌の整理と分析」の成果の一部として,ま た,1987年 に出版された

『アフリカ 民族学的研究』一第2部 生活技術一の続編として編纂されたものであ

る。

 この共同研究会は,1974年,国 立民族学博物館が創設され,1977年,開 館を間近か

にひかえて展示準備を開始した頃に,す でに問題意識として発足の萌芽があった。博

物館として一般公開される展示標本は言うまでもなく,収 集収蔵 されている全標本資

料に民族誌的な学術情報が必要であり,情 報カー ドを完成 し,各 種解説を書 くために

は民族技術に関する共同研究を行なうことが急務であった。ただ,開 館当初は,ま だ

集積された標本資料も少なく,本 格的な共同研究を開始するには材料が不足であった。

しか し,『 国立民族学博物館総合案内』 の展示解説や 『月刊みんばく』の表紙を飾 っ

ている標本資料の紹介(創 刊号1977年10月 ～1990年2.月 までで通巻149号 を数える)

などに見 られるように,本 館の研究活動は 「もの」との関係を抜 きに して成立しない。

1978年 より隔年4次 にわたって国立民族学博物館を中心に実施された 「熱帯アフリカ

における物質文化の比較民族誌的調査」(代 表者 和田正平)は,ア フリカ民族技術

に関してファース ト・ハ ンドのデータを収集する必要から計画された。西欧諸国が大

航海時代からアフリカ諸民族と接触し,や がて軍隊等が内陸へ侵攻,植 民地支配を確

立した後は,本 格的に民族誌を発達させ,標 本資料の収集と搬出を行なったのに対 し,

日本におけるアフ リカ諸文化の収集調査はほとんどがアフリカ諸国の独立以降に限ら

れており,標 本資料の蓄積度に大きな較差がある。またこうした歴史的関わ りの薄さ

に加えて,ア フ リカの民族技術は民族学プロパーの研究テーマとして採 り上げられる

ことが少なく,『 アフリカ研究』第25号,特 集 「日本におけるアフリカ研究の回顧と

展望」(1984年)の なかで指摘されているように,ア フリカ研究 のなかでもっとも遅

れているジャンルである。

 しか し日本のアフリカ研究が開始されて20数年,各 大学や研究機関等による海外学

術調査をとおして,毎 年確実にファース ト・ハンドの民族学資料が集積され,そ の後

1975年 には,国 立民族学博物館の海外標本資料収集調査も始まり,ア フリカの標本資

料の質的量的な拡充も目に見えて達成されてきた。その結果,民 族技術に関してもか
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な りな程 度 の原 資 料 を 提 示 す る こ とが可 能 に な った ので あ る。

 そ こで この共 同 研究 会 で は,最 近10年 間,サ ハ ラ以 南 の 黒 ア フ リカ諸 国 に お いて 各

個 が フ ィール ド ・ワー クで 獲 得 した 民族 誌 的諸 資 料 を整 理 分 析 し,伝 統 技 術 が どの よ

うに継 承 され て きた の か,ま た そ の革 新 と変 容 が どの よ うに行 なわ れ て きた の か,な

どに つ いて 焦 点 を しぼ って 討 論 を行 な って きた。 討 論 の成 果 は一 部 『国 立 民族 学博 物

館 研究 報 告 』 や 『ア フ リカ研 究 』 等 の 学 会誌 に投 稿 され たが,今 回,特 に民族 技術 プ

ロパ ー な論 文 を 中 心 に 共 同 研究 の成 果 を と りま とめ,『 国立 民 族 学 博物 館 研究 報告 別

冊 』 と して 刊行 す る こ とに した 。収 緑 され て い る論 文 は計15編 で 東 部 ア フ リカ,中 部

ア フ リカ,西 部 ア フ リカ,各5編 つ つか ら構 成 され て い る。

 東 部 ア フ リカ とは通 常,ケ ニア,ウ ガ ンダ,タ ンザ ニ ア の3か 国 を 中 心 にル ワ ンダ,

ブル ンジ を 合 わせ た5か 国 を さ して い る が,東 ア フ リカ 牛 牧 文 化 領 域 と して 考 え る

と,ス ーダ ン南部 や ザ ン ビア,そ して エ チ オ ピァ,ソ マ リア の一 部 等 を 含 めて 考 え て

い くほ うが 有 効 で あ る。 ザ ン ビアの チ ェ ワ族 を 扱 った 吉 田論 文 を東 部 ア フ リカに 含 め

た の は そ う した 考 え 方 に よ って い る。

 つ い で,中 部 ア フ リカ とは,ザ イ ール,カ メル ー ン,中 央 ア フ リカ,コ ン ゴ,ガ ボ

ン,赤 道 ギ ニ ァ な どを さ して い る が,日 本 で 本格 的 な フ ィール ド ・ワ ー クを 実施 して

い るの はザ イ ール と カ メル ー ンの両 国で,中 央 ア フ リカ,ガ ボ ン,コ ンゴ は予察 が行

なわ れ て い る程 度 で あ る6本 書 に収 録 され て い る諸 論 文 も この両 国 に 限 られ る。

 また,西 部 ア フ リカ と は,サ ヘ ル に接 す る セ ネガ ル,マ リ,ニ ジ ェー ル,チ ャ ドと,

ギ ニ ァ湾 に 面 す るガ ン ビア,ギ ニ ア ・ビサ ウ,ギ ニ ア,シ エ ラ レオ ネ,リ ベ リァ,

象 牙海 岸,ガ ー ナ,ト ー ゴ,ベ ニ ン,ナ ィ ジ ェ リァな どを 包括 して さす 場合 が多 い 。

モ ー リタ ニ ァを 西部 ア フ リカ に含 め る見方 もあ る が,民 族 学 的 に は セ ネガ ル河 の 北 は

白ア フ リカで あ り,除 外 した ほ うが サ ハ ラ以 前 の地 理 的区分 が 明瞭 に な る。

 以 上,本 書 の構 成 に 明 らか な と お り,日 本 の ア フ リカ研 究 も地 理 的に 広 く,オ ール

ラ ウ ン ドに わ た る よ うに な った が,そ れ で もア フ リカ60数 か 国 す べて を 網 羅 して い る

わ けで はな い。 南 部 ア フ リカ諸 国 は アパ ル トヘ イ ト政策 に反 対 す る立場 か らカ ラハ リ

砂 漠 の 狩猟 民 の研 究 を 除 い て,日 本 の フ ィ ール ド ・ワ ー ク は ほ とん ど行 なわ れ て い な

い。 その 他,最 近 まで 内戦 状 態 に あ った国 や 現 に 政情 不 安 や イ ンフ レ等 で 国 内が 混 乱

して い る国 も多 く,ア フ リカに は な お政 治 的,経 済 的 そ して イ デオ ロギ ー 的 に研究 で

きな い 国が 数 多 く残 さ れ て い る。 しか し,そ れ に もか か わ らず,本 書 が広 範 囲に わ た

って ア フ リカ地 域 を カ バ ーす る構成 を とれ た こ と は,わ れ わ れ の研究 の一 つ の前 進 で

あ った と考 え られ る。 た だ し,共 同 研究 に お いて 充 分 に 討 論 の一 致 を み て い な いの が
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民族技術のジャンルの問題である。冒頭にも述べたように,民 族学からすれば,民 族

技術は中心からはずれた周辺テーマであり,専 門的にはジャンルもあいまいで,方 法

論 も確立 しているわけではない。たいがい必要に応 じて技術誌を記緑してきたという

研究が多い。それだけに個人的な興味に応 じて散発的に資料が収集されてきたといっ

ても過言ではな く,民 族技術の学問的確立はまだしもの感が深い。それはまた,こ の

ジャンルが技術を駆使できるものでなければ完全に記録することが難しく,専 門家も

なかなか出現しなかったからである。

 しかし,こ の共同研究会は技術誌への関心と認識を高め,民 族技術の専門家もアフ

リカ研究に参加する大 きな機縁をつくった。そのぶん,民 族学プロパーのフィール ド

・ワーカーも刺激を受け,技 術誌の記録も綿密になり,研 究の幅も広 くなった。本書

はそうしたアフリカにおける民族技術の研究をさらにもう一歩前進させる期待をこめ

て編集された。

 さて,そ こでつぎに,本 書に収録された各論文について簡単に内容を紹介し,ア フ

リカ研究上の意味について編者の私見を述べておきたい。

 まず,一 般的にいえば,独 立後,新 興アフリカ諸国は一様に近代国家の建設を目標

に政治,経 済,社 会の諸改革を推進してきた。国により採 られた政策は様々であるが,

今その成果が問われている。 そのうち,東 部アフリカでは,資 本主義に従ったケニ

アと社会主義路線を取ったタ ンザニアの両国にわが国の関心が集中している。

 ケニア国で民族学調査を行なっている大森元吉は,最 近,発 展途上国ではどこでも

問題にされているインフラス トラクチャーの整備を取り上げ,ケ ニアの国家財政が基

幹産業や中枢施設の充実に投入される反面,調 査地である西ケニア,カ ブラス部,北

カブラス村のような僻地では,開 発投資の恩恵を受ける割合が少なく,生 活基礎施設

の改善がほとんど住民の自助努力に負っているという事実を指摘 し,ま たしかし,そ

うした個別的な微少な能力(可 能性)と 資本の集積が地域住民の生活向上をもたらす

とハランベー(集 団協力)効 果について言及 している。

 また,タ ンザニアで生態学手法を用いて調査を行なっている栗田和明は,ザ ンビア

との国境に近い南部地方のムベア県,パ カティ地区,ル イファ村において,P・H・

ガ リバーなどの先駆的業績のなかで報告されているニャキュウサ族の土地不足の実態

を検討している。M・ ウィル ソンによると,ニ ャキュウサ族は土地不足から伝統的な

年齢村を解消したと一般化されているが,そ れだけでは説明できない地方がある。そ

の上,独 立後,タ ンザニアでは早期に土地の国有化が実施され,土 地の個人所有を認

められな くなったが,し かしニャキュウサ族は生産手段を有効に利用するため,様 々
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の方法で土地を入手 し,生 活と技術の革新を行なっているという。

 ついで,東 部アフリカで農業技術と並んで問題にされるのは家畜の管理技術である。

今回・ 小馬徹はケニアのカレンジン系,キ プシギス族の家畜分類 と個体識別に関し

て詳細な報告を行なっている。これは,す でに1987年 同じ研究テーマで公表されてい

る太田至の トゥルカナ族の一連の諸論文と比較することを目的に提示されたものであ

り,家 畜管理技術に関する問題の提起であると同時に,資 料的には,今 後東部アフリ

カ牧畜民社会の比較研究に大いに役立つものと思われる。

 上田冨士子の論文 「カンパのチョンドと女性の生活」は,最 近ケニアで最 も人気の

高い民芸品の一つ,カ ンパ語でチョンドと呼ばれる女性の運搬用袋物の製作過程を取

り扱 っている。伝統的なチョンドはバオバブの内樹皮で製作されるが,最 近は毛糸や

ナイロン糸を材料に色彩的で模様も変化に富んだチ ョンドが製作されるようになった。

つまり交通機関と貨幣経済の発達により,伝 統的な民族技術に変化が現われ始めたの

である。

 また,動 植物利用の重要な側面として 「薬」の世界がある。吉田憲司は邪術や病に

対抗する実践的,技 術的な手段として,薬 の問題を取り上げている。医療(広 義)に

利用される動植物の種類はひじょうに多様で,用 途も多岐にわたっているが,彼 は綿

密な記載により,医 療人類学に役立つ基礎的なデータを提供している。

 中部アフリカでは収録された5論 文すべてが王権社会を取り扱 っている。王権社会

はひとくちにいえば,神 聖王や最高首長を頂点に したピラミッド型の階層秩序によっ

て構成されている。王は王権を象徴する神器を継承し,と きにそれを体現する。その

ひとつが衣装である。渡辺公三はザイール中央部,ク バ王国(ブ ショング)に おいて

調査を実施 し,王 の衣装の頂点に位置するブワンシイ(bwaancy)に ついて考察して

いる。クバの衣装は王権体系におけるグレードに応じて下位になるほどシンプルにな

る。西欧では民族芸術の観点からクバ王国のラフィア織布に関する関心は高いが,渡

辺が問題にしているのは,王 の可視の身体と隠された身体を中心に分節化されたクバ

の王権が,衣 装をどのような装置として用いることで成り立っているか,を 明らかに

することにある。

 クバ王国においては現在も伝統的な製作技法によって草ビロー ドが製作されている。

そうしたラフィア染織の技法に関しては,井 関和代 が微細 な工程をあまさず記載 し

ており,中 ・西部アフ リカにおける染織技術の比較研究に重要な資料を提供 している。

これほど専門的な染織の記載は欧米でもめったに見 られないように思う。

 ところで,裸 体で生活できる熱帯アフリカにおいてなぜ染織技術や着服の習慣が広
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まったのであろうか。嶋田義仁はイスラム教の拡大がアフリカに衣服文化を発展させ

たと主張する。この所説自体は決して新 しいとは言えないが,西 アフリカ内陸部に勃

興 したイスラム王国や首長国の政治的な支配体制のなかで,衣 服給付が基本的な重要

性を持 っていたことを様々な角度から検証 している。そ して中央スーダン地方では衣

服や布は貨幣として流通し,宝 貝よりも重要な役割を果たしてきたという。嶋田にし

たがうなら,ア フリカにおける裸族文化か ら衣服文化へ向かう変容過程は,イ スラ

ム ・衣服文化複合 としてとらえられるのであり,王 権国家の形成と不可分である。言

いかえると,王 の身体は王権を象徴する多彩な衣装で包まれており,い かなる場面に

おいても 「裸の王様」などはありえない。衣服は王権社会の全体構造に組み込まれた

必須な物的装置なのである。

 しかし,そ の根底にイスラム化以前のアフリカ土着社会が存在 していることも忘れ

てはならない。王権社会におけるイスラム教的支配原理も実はパ レオ ・アフリカ文化

の上に成立 しているのである。和崎春日の論文 「バムン王権社会のヤシ文化複合」は,

そうしたアフリカ土着生活において非常な重要性を もっていた油ヤシやラフィア ・ヤ

シが,イ スラム教が導入されて,王 権社会が成立すると,そ の政治制度と不可分に

むすびついて王国全体に複合する生産物になったという,き わめて興味深い問題をと

りあげている。たとえば2種 類のヤシはヤシ酒やヤシ油に加工されたのち割礼式や結

婚式等の重要な通過儀礼に使用されているが,実 はアル コール類はイスラム教で禁止

されている飲み物であり,飲 用は戒律に反する。にもかかわ らず,ヤ シ酒だけは特別

扱いである。バムン王国においてはヤシ酒は特に 「国の酒」と呼ばれ,王 位継承儀礼

にはなくてはならない飲料として使用されている。王から順次民衆にいたるどの レベ

ルにおいてもヤシは 「力」と 「神聖性」を具象する絶対的な文化として信じられてい

るのであり,王 権を強化する物的装置になっている。

 ところで,こ うした神聖王はどうぜん政治的中心として首邑をつくり,周 囲の村落

を統合して自己領域を確定した。北カメルーン・アダマワ高原においてブーム族のバ

ングプーム村を調査 した日野舜也は,屋 敷(キ ラ),村,そ して周辺地域の空間配置

を細大漏らさず記述 し,ブ ーム王権社会の空間構造を明らかに している。これは川田

順造のオートボルタ(現 ブルキナ ・ファソ)の モシ族の王都の研究と比較するとき,

その空間構造の特徴がより一層鮮明にあらわれて くるように思われる。

 西部アフリカでは,竹 沢尚一郎が西アフリカの物質文化に与えたイスラムの影響と

して特に,1)稲,2)コ ーラナッツ,3)綿 と毛,4)し ばり舟の4項 目を取 り上

げ,史 的考察を行なっている。同時に,彼 はこの論文において,歴 史資料としての物
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質文化の有効性を検討 しており,か なり肯定的な結論に達 したようである。しかし,

西部アフリカの物質文化も4項 目だけでは不十分であり,彼 自身が提言 しているよう

に,今 後 の研究において取り上げる項目をふやしていくことが必要である。 そのな

かでも,た とえば鉄,宝 貝,金 などが残された検討項目として挙げられている。いず

れこれらの文化項目にも竹沢は研究を進めるものと思われるが,次 の和田正平の論文

「トーゴ北部諸族の鍛冶師と鉄製品」もこうした西部アフリカの物質文化を包括的に

取り扱う彼の研究に有効な民族誌資料が含まれていると思われる・

 言うまでもな く鉄は硬 く,武 器や農具等の刃物類の製作には最高の原料であり,利

用価値が高い。今回,和 田によって報告されているトーゴ北部諸族の鉄製品は,バ ッ

サ リ産の良質な鉄を使って伝統的に製作 されたものであり,パ レオニグリティック山

地民の鉄文化の特徴を裏付ける民族誌資料として提示されてたものである。西部アフ

リカでは18世紀から19世紀後半にかけてローカルな鉄生産は消滅していったが,和 田

が調査 している北部 トーゴでは20世紀初頭まで鉄がさかんに生産されていて,各 地の

需要を満た していたのである。

 ところで,バ ッサリ産の鉄 は トーゴ,ガ ーナにとどまらず,イ スラム化 したハ ウサ

商人によってはるかナイジェリア北部まで運ばれていった。ハウサ族は活動範囲が広

く,長 距離交易路に沿った西アフリカ諸都市ならどこにでも住んでいて,商 業に従事

している。特にゾンゴと呼ばれるイスラム教徒の集落や街区にはハウサ語を話す人び

とが多 く常住 している。松下周二の 「ハウサ語建築関係語彙」はハウサ的建築物に関

する関係語彙を集めた,い わば語彙集であるが,ハ ウサが西アフリカの建築技術に与

えた影響を推測する有効な言語学資料になっている。

 このように西部アフリカでは,イ スラム教の影響が大きく諸族の生活を支配 し,ア

フリカ土着文化をおおっているが,ト ーゴ北部,ア タコラ山地に居住するグルマ語系

(ボルタ系),テ ム語系諸族は,逆 にイスラム教にはほとんど関係な く生活 している

のが特徴である。武田淳が調査 した ランバ族 もその一つで,食 物をめ ぐる技術体系は

伝統的な農牧生活を基本に成立 していて,野 生植物の利用の仕方や料理法はスーダン

・サバンナ農耕の原初形態をそのまま残存 しているように見える。

 ここでスーダン農耕 といえば,言 うまでもなく主要穀物は トウジンビエ,ソ ルガム,

フォニオ等である。 この うちソルガムは主食として料理されるよりも,む しろ地酒と

して消費される量のほうがはるかに多い。極端な場合には地酒をつくるためにソルガ

ムを栽培 している地方さえある。儀礼に地酒は欠かせないだけでなく,市 場へ運び,

商品として販売すれば大きな利益が上げられるからである。北部 トーゴ ・ダパンゴ市
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において土器造 りを調査 していた森淳は,土 器が地酒の醸造,販 売,飲 酒等の必需品

として大量に生産されていると述べ,総 計170個 の大型かめを順番に使用して生産す

る大規模な地酒醸造法を明らかにしている。この地方では,地 酒造りと土器製作が緊

密に結びついて発達 してきたのである。

 以上で本書の構成 と内容の紹介を終えるが,ア フ リカ民族技術の研究は,本 格的に

開始されて10年 に満たず,デ ータが不十分であり,今 後に多 くの課題を残している。

近い将来,再 度現地調査を実施 し,も う一度このテーマに接近 したいと考えている。

3月3日

編 者
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